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東京の製革業は零細企業が多く、大部分 
の企業は試験研究設備を持っていません。
皮革技術センターでは、それら企業が新製
品や独自技術を開発するための試験・開
発室としてご利用いただけるよう、試験用
太鼓（ドラム）をはじめ、各種の製革用機
械を開放（有料）し、製造方法の検証や新
製品開発のための試作・試験等に供してい
ます。

今回、開放している機器のうち、仕上げ
関係試験機器のバタ振り機を取りあげて、
紹介します。 

１.�バタ振り機とは
「バタ振り機」は、国内皮革産業の集積

地である兵庫県川西地区で発明された、世
界に誇るべき日本発祥の製革装置です。そ
の名の通り、革を「バタバタと振る」こと
で物理的な柔軟化処理を行うことを目的と
しています。

この装置の構造は、一見すると非常にシ
ンプルです。本体の駆動部から前方に2本
の太い「腕（柱）」が突き出しており、そ
の先端に革を固定するためのクランプ（掴
み）が備わっています（図1）。

スイッチを入れると、この2本の腕が交
互に、かつ高速で上下運動を開始します。
固定された革は、空中で激しく振り回され
ることになりますが、この際に発生する強
力な遠心力と、上下動による急激な反転衝

撃が、革の内部にまで作用します。
革は、動物のコラーゲン繊維が複雑に絡

み合った構造体です。乾燥工程を経た革は、
これらの繊維が密着し、硬く固まった状態
になります。バタ振り機の役割は、この強
固に絡み合った繊維を物理的な力で引き離
し、ほぐすことにあります。

欧米ではその動きが蝶の羽ばたきに見え
ることから「Butterfl y（バタフライ）」とも
呼ばれますが、その優雅な呼称とは裏腹に、
現場ではロボットさながらの迫力で革の繊
維を力づくで解きほぐしていきます。

２.�なぜバタ振り機を使うのか？
現代の製革工程には、ドラムによる「空

打ち」や「ステーキング」など、他にも多
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くの柔軟化手法が存在します。それでもな
おバタ振り機が不可欠とされる理由は、そ
の「瞬発的なパワー」と「独自の風合い」
にあります。

バタ振り機は、他の手法に比べて極めて
強力です。例えば、ドラム内で長時間回転
させてほぐす手法と比較しても、バタ振り
機であればわずか30分程度の処理で、硬い
革を劇的にしなやかに変えることができま
す。急ぎのロットや、特に繊維の硬い素材
を扱う際の「切り札」となります。特に衣
料用の「ガーメントレザー」や、ソフトな
手触りが求められる高級バッグ用素材にお
いて、バタ振り機は真価を発揮します。単
に革を潰して柔らかくするのではなく、空
中を舞わせることで繊維の間に空気を含ま
せるような効果があり、革本来のふっくら
としたボリューム感を損なわずに柔軟性を
引き出すことができます。「柔らかいのに、
触れると跳ね返るような弾力がある」とい
う絶妙な質感は、バタ振り機ならではの仕
上がりです。

３. ステーキングマシーンとの比較
バタ振り機としばしば比較されるのが「ス

テーキングマシーン（揉みほぐし機）」です。
どちらも革を柔らかくするという目的は同
じですが、そのアプローチは大きく異なり
ます。共通点と差異点を整理してみました。
共通点
目的：乾燥後の硬くなった革の繊維をほぐ
し、製品としての柔軟性を与える。
使 用 す る タ イ ミ ン グ： 一 般 的 に 仕 上 げ

（フィニッシング）に近い工程で行われる。
物理的介入：熱や化学薬品ではなく、機械
的な力による物理的処理である。

差異点

比較項目 バタ振り機 ステーキング
マシーン

力の伝わ
り方

遠心力と衝撃に
よ る「 全 体 的・
空間的」な負荷

金属の歯による
「局所的・圧迫的」
な負荷

繊維への
作用

繊維全体を引き
伸ばし、空間を
広げる

繊維を強引にズ
ラし、密着を断
ち切る

仕上がり
の特徴

ふっくらとした膨
らみとソフト感

表 面の平滑性と
均一なしなやかさ

処理枚数 数枚単位（小ロッ
ト・高負荷）

コンベア式 で 連
続処理が可能（大
ロット）

バタ振り機は「力技で全体のベースを作
る」装置であり、ステーキングは「精密に
全体の均一性を整える」装置であるといえ
ます。

４. 具体的な使用方法
バタ振り機の操作は、シンプルながらも

職人の判断が重要となる工程です。
革の選別と準備：自然乾燥または強制乾燥
を終えた革を準備します。水分値が適正で
ないと、繊維がうまくほぐれなかったり、
逆に革を傷めたりするため、事前の水分管
理が重要です。
革の固定：機械の腕（クランプ部）に、数
枚の革を重ねてしっかりと固定します。こ
の際、革のどの部分を掴ませるか、何枚重
ねるかが仕上がりを左右します。
バタ振り開始：機械を稼働させます。前述
の通り、稼働中は非常に危険なため、室内
には立ち入らないでください。
状態確認：約15分～30分ほど稼働させた後、
一度停止して革の感触を確かめます。
仕上げ工程へ：バタ振りを終えた革は、そ
のままだとクランプ跡や部分的なムラがあ
るため、その後に「空打ち」や「ステーキ
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ング」を行い、最後に「ネット張り」で形
を整えることで、製品としての完璧な形状
と質感を実現します。

５. 使用する上での注意点
優れた効果を持つバタ振り機ですが、い

くつかのデメリットや注意点も存在します。
最も大きな課題は、機械の腕で革を強力

に挟むため、その部分に「つかみシワ」と
呼ばれる深い跡が残ってしまうことです。
この部分は製品として使えない、あるいは
修正が必要になるため、歩留まり（有効面
積）に影響します。これを最小限に抑える
ため、革の端（エッジ部分）を掴むなどの工
夫がなされますが、完全な回避は難しく、そ
の後の工程でのフォローが前提となります。

また、遠心力は回転半径の外側に強くか
かるため、革の先端部分と固定部付近では、
繊維のほぐれ方に差が生じる場合がありま
す。加えて、一度に処理できる枚数が限ら
れているため、多量の革をこなすには複数
回の付け替えが必要となり、ロット内での

「柔らかさの個体差」が生じやすい点に注
意が必要です。

装置の取扱いにも注意が必要で、バタ振
り機は、その激しい動きゆえに機械自体へ
の負荷も甚大です。職員が調整を行ってい
ますが、ボルトの緩みやクランプの摩耗等
が無いか、事前にご確認ください。

６. おわりに：道具を理解し、革を導く
バタ振り機は、決してスマートで効率的

なだけの機械ではありません。しかし、そ
の豪快な動きによって生み出される革の表
情は、他の最新鋭の機械でも再現できない
唯一無二のものです。

デメリットを理解し、その特性を最大限
に引き出す。それは、革に対する豊かな経
験と確かな技術を持つタンナーが、革とい

う生き物と対話するための大切なプロセス
の一つなのです。

７. バタ振り機の利用方法
（1）使用料

貸し出しは時間単位で行っており、使
用料は1時間につき680円です（令和8年
4月現在）。

（2）予約
ご利用は、9時から17時までとなります。
予約可能な日時を電話又は窓口でお問

い合わせの上、ご利用ください。
（3）ご利用当日

予約した日時に窓口にお越しください。
使用料は、ご利用当日に窓口にてお支

払いください。
（4）予約・問い合わせ先

東京都立皮革技術センター
東京都墨田区東墨田三丁目3番14号
TEL. 03（3616）1671

皮革技術センターには、今回紹介した装 
置以外にも、鞣製に関する様々な開放指導 
機器がございます。これらの装置を有効に 
ご利用いただき、新たな製品作りにご活用 
ください。
（開放指導機器URL） 

https://www.hikaku.metro.tokyo.lg.jp/
honsho/shien/kaihou_kiki.html 




